
理数科・SSHパンフレット2025







　大学で勉強していると理数科のカリキュラムがいかに先進的だったのかを強く実感
します。
　大学では英語で討論をしたり研究論文を書いたりする講座があります。受講して見
ると、どこかで既に聞いたことがあるような ? そうです。内容が「理数英語プレゼ
ンテーション」と全く一緒だったのです。
　「科学を考える」では、記号論理学という高校生には発展的な内容も駆使して討論
を行います。授業資料の議論展開の緻密さ・丁寧さには目を見張るばかりです。大学
生という立場になった今振り返っても、理数科の授業はかなり高度・かつ魅力的です。
　理数科がなければ今の私はありません。「科学を考える」で科学を社会の役に立てることの重要性に気づき、大学
では工学部へ。さらに高校時代に科学オリンピックに挑戦したことで地圏環境の面白さに気づき、土木工学を専攻す
ることに決めました。現在は毎日、地盤を観察したり、橋の模型を作ったり、コンクリートを練ったり…。土木分野
は事物の規模が大きく、必然的に仲間と集団で行動することが多くなります。高校時代に「課題研究」でクラスメイ
トと一緒に研究した経験がグループ活動に活きています。
　愉快な仲間と共に学び、成長できる環境が理数科にはあります。ぜひ皆さんにはその素晴らしい環境を目指しても
らいたいと思います。



部活よりも理数系の授業が楽しみ
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